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各
界
に
功
労
の
十
四
個
人

魚
津
市
表
彰
規
則
に
基
づ
く
表
彰
式
は
、
菊
薫
る
日
月
2
日
制
市
役
所
大
会

議
室
で
、
関
係
者
多
数
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
次
の
十
四
個
人
と
一
団
体
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
晴
れ
の
表

彰
及
び
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

。
人
命
救
助
功
労
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的
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魚
津
市
六
郎
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二
三
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国

昭

和

臼
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4

圃
月
日
日
の
人
命

.

救
助
行
為
は
市

民
の
模
範
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ

った。
。
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(
百
歳
)

魚
津
市
石
垣
新
八
八
六
'

多
年
に
わ
た

り
石
垣
新
地
区

一品

納
税
貯
蓄
組
合

・

長
と
し
て
、
納

圃

税
思
想
の
普
及

に
努
め
、

納
税
成
績
の
向
上
に
尽
く
さ

れ
た
。

。
地
方
自
治
功
労

佐
賀
枝
ミ
ヨ
シ

(
苅
歳
)

魚
注
市
本
町
二
丁
目
八
l

五

多
年
に
わ
た

り
餌
指
区
区
長

と
し
て
地
域
社

会
の
発
展
と
住

思
福
祉
の
向
上

に
尽
く
さ
れ
た
。

猟

場

政

治

(
侃
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魚
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諏
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町
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魚
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末
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一
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永
年
に
わ
た

り
学
校
教
育
の

振
興
に
尽
く
さ

れ
た
。

功
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文
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功
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川
平
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(
貯
歳
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魚
津
市
湯
上
七
四
四
l

一

0

・

掴
闘

魚
津
市
獅
子

ィ
~υ
剖
内
t
舞
保
存
会
連
合

制
今
・
幽
玄
会
長
と
し
て
獅

属
臥
竜

E
d
a
子
舞
の
保
存
と

.
a後
継
者
の
指
導

育
成
に
努
め
、
本
市
民
俗
芸
能
文
化
の

発
展
普
及
に
尽
く
さ
れ
た
。

。
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団
体

た
。

上

里

龍

吉

(
百
歳
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魚
津
市
本
町
二
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目
一
l

二
二
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永
年
に
わ
た

司

FI--り
か
ま
ぼ
こ
製

持

2
7
f氾
に
精
励
、
品

E
冒
喝
.訓
且
.
質
の
改
良
と
後

a-
進
者
の
指
導
育

成
に
努
め
、
本
市
水
産
加
工
業
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
た
。

寺
田
武
夫

(
日
歳
)

魚
津
市
北
中
一
八
七

l
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h
圃
多
年
に
わ
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‘
唱
調
剤

am円
a
り
道
下
漁
業
協

一
J
へ

事

同
組
合
の
要
職

a
ruM伝、」
E
・
に
あ
っ
て
ア
ワ

圃
-
ビ
お
よ
び
海
藻

類
増
殖
事
業
の
発
展
に
努
力
さ
れ
、
本

市
水
産
業
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。
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。
厚
生
事
業
功
労

た。

関

口

静

(ω
歳
)

負
津
市
天
神
野
新
五
一
四
九

一

多
年
に
わ
た

-
り
民
生
児
童
委

，
員
と
し
て
地
域

住
民
の
福
祉
増

進
に
尽
く
さ
れ

。
更
生
保
護
功
労

魚
津
更
生
保
護

婦
人
会

昭
和
泊
年
以
来
積
極
的
か
つ
献
心
的

に
犯
罪
防
止
な
ら
び
に
更
生
保
護
活
動

を
実
施
、
社
会
の
明
る
い
環
境
づ
く
り

に
尽
く
さ
れ
た
。

。
特
別
感
謝
状

酒
井
善
一

(
叩
歳
)

朝
日
町
南
保
三
二
ハ
八

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、
荒
井
学
園
新

川
高
等
学
校
の
基
礎
づ
く
り
に
貢
献
さ

れ
た
。
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いまが大切
火の始末

あとでまり

|秋(fj全国火災予防運動・'11 -~ :íß日 "'12月 2;;B .~ 1

冬
期
に
む
か
つ
て
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た
つ
な
ど
の
暖
房
器
具
が
必
要
な
時
期

と
な
り
、
火
災
の
多
発
時
期
を
む
か
え
ま
す
。
消
防
本
部
で
は
全
市
民
と
と
も

に
火
災
撲
滅
を
め
ざ
し
、
次
の
項
目
を
着
眼
点
と
し
て
秋
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

O
重
点
目
標
及
び
実
施
事

項ω身
体
不
自
由
者
等
を
中

心
と
し
た
死
傷
防
止
対

策
の
徹
底

ア
身
体
不
自
由
者
、
寝

た
き
り
老
人
及
び
独

居
老
人
家
庭
の
防
火

安
全
指
道
可

イ
福
祉
施
設
及
び
老
人

等
に
対
す
る
避
難
訓

練
な
ど
の
防
火
安
全

指
道
可

ω塞
挺
及
び
地
域
に
お
け

る
防
火
対
策
の
推
進

ア
家
庭
を
対
象
と
し
た

防
火
知
識
の
普
及
の

徹
馬

イ
家
庭
で
起
き
や
す
い

火
災
の
初
期
消
火
方
法
の
指
遵
可

ウ
燃
焼
機
器
の
正
し
い
設
置
方
法
及

ぴ
点
検
整
備
の
推
海

エ
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
等
地
域
ぐ
る
み

の
自
主
防
火
組
織
の
育
成
強
匂

ω防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火
安
全
の

確
保
。

ア
避
難
訓
練
の
実
施
及
び
消
防
用
設

備
等
の
点
検
、
報
告
の
徹
底
。

イ
消
防
法
違
反
対
象
物
に
対
す
る
法

的
措
置
の
徹
底
及
び
公
表
制
度
の

推
海
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消費者質問箱・....................・・・ノノ

保健だより・..........・・・・・・・・・・12-13
あしらせ・....................・・・14-15
力メラレポ・..........................16

vト
火をつけたまま
うごかしてはいけません

ウ
劇
場
、
百
貨
庖
等
に
対
す
る
適
マ

ー
ク
制
度
の
普
及
推
考

エ
型
式
承
認
失
効
制
度
の
趣
旨
の
周

知
徹
底
及
び
型
式
承
認
が
失
効
し

た
消
防
用
機
械
器
具
の
取
替
え
の

推
進
。

ω防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進
。

ア
防
災
物
品
及
び
防
火
製
品
の
普
及

推
進
。

イ
火
災
避
難
用
保
護
具
等
の
普
及
推

考
ウ
一
般
{
丞
挺
等
に
対
す
る
消
火
器
。

簡
易
型
火
災
警
報
器
等
、
ガ
ス
漏

れ
警
報
器
、
ヒ
ュ
ー
ズ
コ
ッ
ク
等
の

家
庭
用
防
災
機
器
の
普
及
推
考

※
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
市
民
の
警

火
心
を
換
起
す
る
た
め
、午
後
6
時
、

午
後
9
時
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
時
報
の

か
わ
り
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

日
年
度

請
負
工
事
発
注
状
況

マ
都
市
計
画
道
路
北
鬼
江
吉
島
線

(
立
体
交
差
)
街
路
築
造
工
事

・
契

約

9
月
日
日

・
請
負
額
五
千
四
百
万
円

・
請
負
者
株
式
会
社
関
口
組

・
工

期

9
月
比
日
j

ω年
3
月
日
日

(3) 
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園
圃
圃
圃
圃
圃

日
月
日
日
偏
f
〉
行
自
由

税
金
は
国
や
県
や
市
が
私
た
ち
の
幸

福
と
繁
栄
の
た
め
に
幅
広
い
活
動
を
行

う
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
税
金
は
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
必
要
な
道
路
や
住
宅
を
作
っ
た
り
、

社ム
E
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
面
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活
に
深

い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
税
金
に
つ

い
て
、
そ
の
し
く
み
や
使
い
み
ち
な
ど

を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
日
月
日
日
か
ら
げ
日
ま
で
の
一
週

間
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
、

m税

務
行
政
の
現
状
と
今
後
の
方
向
⑦
税

務
相
談
体
制
③
春
ら
し
と
か
か
わ
り

の
多
い
税
④
納
税
者
に
有
利
な
税
知

識
⑤
税
金
の
使
途

な
ど
に
重
点
を
お
い
た
各
種
の
行
事
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

O
街
頭
パ
レ
ー
ド

村
木
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
パ
ト

ジ
ト
ア
ラ
ー
に
よ
る
パ
レ
ー
ド

日
:・日
月
刊
日
1
時
ぬ
分
か
ら

コ
ー
ス
:・
北
陸
銀
行
魚
津
支
直
則
1

サ
ン
プ
ラ
ザ

な
お
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
前
広
場
に
て
演

奏
も
行
い
ま
す
。

O
納
税
書
道
展
と
暮
ら
し
の
中
の
税
金

展日
・・・日
月
刊
日
1
げ
日

場
所
・・・
サ
ン
プ
ラ
ザ

O
臨
時
税
務
相
談
所
の
開
設
(
無
料
)

日
・・・日
月
日
日
i
げ
日

午
前
日
時
i
午
後
4
時

o暮
ら
し
の
中
の
税
金
展

パ
ネ
ル
展
示

J

日
・・・
日
月
刊
日
j
口
日

場
所
:
サ
ン
プ
ラ
ザ

年
末
調
整
の
お
知
ら
せ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て
の

所
得
税
は
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う

し
て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
一
年
間
の
税
額

は
、
年
の
中
途
で
扶
養
親
族
の
数
が
変

わ
っ
た
ゆ
、
生
命
保
険
料
控
除
が
、
毎

月
の
税
額
詐
量
の
と
き
に
差
し
引
か
れ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

一
年
間
の
正
規
の
税
額
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
額
を
正
規
の
税
額
に
一
致
さ
せ
る
た

め
に
精
算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

精
算
手
続
を
「
年
末
調
整
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
と
っ
て
は
、
こ
の
年
末
調
整
に
よ
っ

て
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
な
手
続
と
い
え

ま
す
。サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
、
年
末
調

整
と
は
こ
の
よ
う
に
大
切
な
手
続
で
す

の
で
、
扶
養
控
除
等
の
申
告
書
(
年
の

中
途
で
扶
養
親
族
の
数
に
異
動
が
あ
り
、

ま
だ
異
動
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い

人
)、
保
険
料
控
除
等
の
申
告
書
は
、
年

末
調
整
の
時
期
ま
で
に
、
必
ず
勤
務
先

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
っ
て
も

給
与
の
収
入
額
が
一
千
五
百
万
円
を
超

え
る
人
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
確
定
申
告

を
す
る
必
要
の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

あ
っ
て
も
、雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
、

今
年
初
め
て
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
人
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
つ
い

て
は
、
二
年
目
、
三
年
目
は
年
末
調
整

で
控
除
を
受
け
れ
ま
す
。
)
な
ど
は
、
確

定
申
告
を
す
れ
ば
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
説

明
会
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

会
社
、
事
業
所
等
の
経
理
、
会
計
担
当

の
方
は
、
事
前
に
税
務
署
か
ら
案
内
状

が
来
ま
す
か
ら
、
指
定
の
日
に
必
ず
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

。
説
明
会

日
時
日
月
鈎
日
午
前
9
時
初
分

(
法
人
、
団
体
)

(個
人
)
午
後
1
時
初
分

魚
津
市
農
協
会
館

墓Ffrた悶問iば悶まらしωm中1:二生生n\~凶杭τLμlま寸
鈴本ザ'D) " 

書鏑税調イド

昭和59年度国民

健康保険税の

第3期納期限は

11月30日です。

(4) 

記
帳
制
度
の
説
明
会

事
業
所
得
等
(
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
又
は
山
林
所
得
)
の
あ
る
人

(青
色
申
告
者
を
除
く
。)
で
、
そ
の

年
の
前
年
分
又
は
前
々
年
分
の
事
業

所
得
等
の
金
額
の
合
計
額
が
三
百
万

円
を
超
え
る
人
は
、
総
収
入
金
額
。

必
要
経
費
を
帳
簿
に
記
録
し
、
・
そ
の

帳
簿
を
七
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
記
帳
制
度
の
対
象
と
な
る

方
に
対
し
、
記
帳
制
度
の
概
要
や
具

体
的
な
記
帳
の
仕
方
等
に
関
す
る
説

明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
を
御
利
用

く
だ
さ
い
。

。
と
き
印
年
日
月
5
日
午
後
2
時

。

場

所

市
役
所
3
階
大
会
議
室

詳
細
に
つ
い
て
は
、
魚
津
税
務
署

(
宮

@
1
3
7
0
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

と
り
こ
わ
し
家
屋
の

申
請
に
つ
い
て

昭
和
臼
年
中
に
と
り
こ
わ
さ
れ
た

家
屋
(
建
物
)
は
現
在
、
固
定
資
産

税
の
課
税
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
昭
和

ω年
度
に
も

と
り
こ
わ
さ
れ
た
家
屋
に
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
、
家
屋
を
と
り
こ
わ
さ
れ

た
ら
早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
ご

相
談
は
、
お
気
軽
に
税
務
課
資
産
税

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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来
年
4
月
か
ら
の
保
育
園

・
幼
稚
園
入
園
希
望
受
付
を
次
の
要
領
で

行
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
も
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保

ョ~
同

園

申
請
書
及
び
詳
し
い
説
明
書
の
用
紙

は
、
各
保
育
園
で
日
月
1
日
か
ら
お
渡

し
し
ま
す
。

。
入
園
で
き
る
基
準

入
園
で
き
る
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
場
合
で
す
。

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
、
子

供
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

②
母
親
が
い
な
い
場
合
。

③
保
護
者
が
病
気
な
ど
の
た
め
、
家

庭
で
子
供
の
世
話
が
で
き
な
い
状
態

に
あ
る
場
合
。

な
お
入
所
基
準
に
該
当
し
な
い
方
で
、

就
学
前
の
教
育
や
集
団
生
活
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
幼
稚
園
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

@
定
員
及
び
受
付
日
等

保

育

園

定

員

魚
津
愛
育
園

ω名

道

下

保

育

園

間

名

青

島

保

育

園

削

名

経

団

保

育

園

別

名

住

吉

保

育

園

別

名

あ
け
ぴ
保
育
園
切
名

松
倉
保
育
園

ω名

西
布
施
保
育
園
印
名

野

方

保

育

園

卯

名

魚
津
保
育
園

m名

魚
津
第
二
保
育
園
川
名

上
口
保
育
園

ω名

川

原

保

育

園

初

名

吉
島
保
育
園

m名

加

積

保

育

園

初

名

本

江

保

育

園

卯

名

受
付
日

日
月
幻
日
閑

日
月
初
日

ω

日
月
比
日
附

日
月
日
日
附

日
月
刊
日
間

口
月
日
日
働

日
月
刊
日
凶
四

日
月
幻
日
附

日
月
幻
日
例

日
月
7
日
例

日
月
ロ
日
間

口
月
日
日

ω

日
月
日
日

ω

日
月
8
日
嗣

日
月
9
日
制
四

日
月
9
日
幽

マ
受
付
場
所
は
、
希
望
さ
れ
る
保
育
園

で
す
。

マ
各
園
で
の
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

マ
新
し
く
入
園
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
子
供
さ
ん
を
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
各
国
の
受
付
日
に
申
し
込
み
で
き
な

い
方
は
、
日
月
7
日
側
か
ら
日
月
幻
日

附
ま
で
の
間
に
市
役
所
社
会
福
祉
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(告
②
2
2
0
0
内
線
2
2
2
)

幼

稚

園

園
名
及
び
募
集
人
員

O
大
町
幼
稚
園

4
歳

児

別

名

H

5

歳

児

約

ω名

O
経
団
幼
稚
園

4
歳
児

ω名

H

5

歳
児
約
叩
名

入
園
願
書
は
、
各
幼
稚
園
、
市
教
育

委
員
会
(
学
校
教
育
課
)
に
あ
り
ま
す
。

@
願
書
受
付
期
間

日
月
ロ
日
か
ら
初
日
ま
で

(
毎
日
午
前
9
時
i
午
後
5
時
)

た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日

は
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

@
願
書
提
出
先

各
幼
稚
園
ま
た
は
、
市
教
育
委
員
会

(
学
校
教
育
課
告
⑫
2
2
0
0
内
線
3

0
6
)
 

@
入
国
資
格

市
内
在
住
の
幼
児

4
歳

児

日

年

4
月
2
日
か
ら
日
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
口

5
歳

児

日

年

4
月
2
日
か
ら
は
ω
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
。

一一一一一一一一
感

慨

紙

一隅

彰

一抑
制
一細
川
一畑
一一一一一一一一一

来
年
4
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
が
は
じ
ま
り

ま
す
。保

護
者
あ
て
に
ご
案
内
し
ま
す
が
、

通
知
の
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
教
委
(
学
校
教
育
課
)
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
宮
②
2
2
0
0
内
線
3
0
6

@
該
当
者

日
年
4
月
2
日
か
ら
日
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
す
。

検
診
日
に
は
、
保
護
者
付
き
添
い
の

う
え
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

校

下

検

診

日

大
町
小
口
月
U
日
附
午
後
1
時

村
木
小
口
月
日
日

ω午
後
1
時

住
吉
小
口
月
日
日

ω午
後
1
時

上
中
島
小
口
月
日
日
同
午
後
1
時
却
分

松
倉
小
口
月
初
日

ω午
後
1
時

上
野
方
小
口
月
6
日

ω午
後
1
時

本
江
小
口
月
5
日
開
午
後
1
時

片
貝
小
口
月
幻
日
側
午
後
1
時
初
分

吉
島
小
口
月
日
日
附
午
後
l
時

道
下
小
口
月
8
日
附
午
後
1
時

経
団
小
口
月
1
日
附
午
後
1
時

坪
野
小
口
月
日
日

ω午
後
2
時

西
布
施
小
口
月
日
日
肘
午
後
l
時
初
分

@
検
診
の
場
所
は
、
各
小
学
校
で
す
。

県
民
技
能
講
座

グ
版
画
コ

l
ス
4

日
月
お
日
制

午
前
9
時
1
午
後
4
時

容
年
賀
状
の
版
画
づ
く
り

へ
彫
刻
万
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
J

f

お
会
場
で
販
売
い
た
し
ま
す
。
」

と
こ
ろ
魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
l

魚
津
市
川
縁
三
一
l

一

宮

@
9
5
7
9

対
象
者
年
令
・性
別
は
問
い
ま
せ
ん

定

員

三

O
名
(
申
込
順
)

受
講
料
無
料

申
込
方
法
開
講
3
目
前
ま
で
に
葉

書
も
し
く
は
電
話
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。
黒
部
高
等
技
能
学
校

宮

@
0
2
5
1

ま
た
は
、
魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
ま
で
。
告
⑧
9
5
7
9

と

き

内

(5) 
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実
通
事
故
は
こ
う
し
て
防
ご
う

昭和59年11月1日発行

魚津市内の交通事故概況

~ 件数 死者 傷者

昭和59年 145 2 162 

昭和58年 170 4 198 

増減 -25 -2 -36 

く昭和59年 9月末現在〉

的け市
しに て民秋
か減い総の
し少た意全 生円
、をだの国 AH

今見い理交
だまた解通 'つ
にしたと安 d

車ため 安全 ι 
対 。に 全 運 八二
車 事運動 益T
の 故転の マ、
事 はに期 l
故 全心 問 、，
件 体が 中 い

_.ー
心ト 故数 父
がべやもが 、立
けルは多 多 1固
まトり発く 二Z
しを車し 星邑
よ着にて次 ア7
う用乗い い 古毛T
。す つるで 円A

るたよ自 耳
よ らう転 1叫
う 、で車 ロ
ますと IJ~

相 ず 。車
且ン の

に l 事

て ん津をが美 す Dぬめぬぬめぬめd 流掃 だで し秋
ゴの り 守でし今ら自 l 隠蕊器密蕊誼髭翻 住 雪 は特さ 、こ ま の 冬

手ゴっ き い 年 ぎ扶 | 隠密密おお璽艶翻 み に、にる 清 の し 清 に

片品て f息長長案 三}il騒議霧額免ま空襲ムfTZ寸安
川 く な よ た と さ 康し も?を 際総懇繍 な環 てぐさお、目 をて

μμ カiお23き宮 藤欝鶏議題 主君 主3百円襲警 lia 
岸し魚いさを協え 、れ 1手 駿鑓密議選益翻 り、 さでやし整し 月境

長f戸長 E号事?幸 いは 騒懇務審議 t L:宮製 5!?大 甘議
て。をし次戻仕れに に 低額霞護霊涜髭密~ よ いな 。ご市 (日)の
な 、いのすにま心 l 隠震直謹話潔環器割 う 、ど 協内 にた
い 皆街ここよすの | 陸恕襲態怒銀銭翻。 冬の 力全 設め

さ魚ととり 。や 院∞∞∞∞∞∞閣 の清く域定

ー
冬
に
備
え
て

環
境
の
整
備
を
|

4
『清
掃
が
行
き
届
い
た
鴨
川

(6) 

zvν
ぱ

一、
ゴ
ミ
は
、
定
め
ら
れ
た
日
時
に
集
積

場
へ
出
し
、
つ
ね
に
清
潔
に
す
る
。

組
大
ゴ
ミ
や
多
量
の
不
燃
物
の
処
理

に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

市
役
所
生
活
環
境
課
清
掃
係
へ

(宮
②
2
2
0
0
内
線
2
3
3
)

弁
護
士
に
よ
る

。
巡
回
無
料
法
律

相
談
所
々
開
設

市
で
は
、
富
山
県
弁
護
士
会
の

協
力
に
よ
り
、
巡
回
無
料
法
律
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
民
事

・
刑

事

・
交
通
事
故
等
全
般
に
わ
た
り

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

マ

と

き

日
月
8
日
附

午
後
1
時
1
4
時

マ
と
こ
ろ
市
役
所
第
3
会
議
室

マ
担
当
弁
護
士東

博
幸
弁
護
士
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
高
額
療
養
費
の
改
正
、
的判
歳
か
ら
の
健
康

管
理
、
一
口
医
学
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

以
上
の
自
己
負
担
を
し
た
場
合
は
、

そ
れ
を
合
算
し
て
五
一
、

0
0
0円
(

低
所
得
者
三

O
、
0
0
0円
)
を
超
え

た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。

③
高
額
療
養
費
多
数
該
当
世
帯
の

負
担
の
軽
減

同
一
世
帯
で
の
高
額
療
養
費
支
給

回
数
が
一
年
間
に
四
回
以
上
に
な
っ

た
と
き
は
、
四
回
目
か
ら
三

O
、
0
0

0
円
(
低
所
得
者
二
一

、
0
0
0円
)

を
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

④
長
期
高
額
疾
病
患
者
の
負
担
の

軽
減

人
工
透
析
を
行
う
必
要
の
あ
る
慢

性
腎
不
全
や
血
友
病
な
ど
高
額
な
治

療
を
継
続
し
て
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
療
養
者
に
つ
い
て
は
、
自
己
負

担
限
度
額
が
一

O
、0
0
0
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

。
自
己
負
担
の
計
算
の
基
準

自
己
負
担
額
一
ヵ
月
五
一
、

0
0
0

円
と
い
う
計
算
は
、
次
の
よ
う
な
基

準
に
よ
り
ま
す
。

①
暦
の
う
え
で
の
一
ヵ
月

月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
の
受
診
に

つ
い
て
一
ヵ
月
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
改
正

日
月
1
日
か
ら
高
額
療
養
費
の
自
己

負
担
限
度
額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

。
高
額
療
養
費
の
制
度
と
は

国
保
被
保
険
者
で
、
一
人
の
人
が
、

一
ヵ
月
(
毎
月
一
日
か
ら
末
日
ま
で
)
、

一
つ
の
病
院
、
診
療
所
に
五
一
、

0
0
0

円
、
低
所
得
世
帯
(
市
県
民
税
の
非
課

税
世
帯
)
の
人
に
つ
い
て
は
三

O
、
0
0

0
円
以
上
の
医
療
費
を
自
己
負
担
し
て

支
払
っ
た
場
合
は
、
五
一
、

0
0
0
円
(
低

所
得
者
三

O
、
0
0
0
円
)
を
超
え
た
額

は
全
額
あ
と
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
高
額
療
養
費
の
制
度
で
す
。

。
改
正
の
内
容

①

低
所
得
世
帯
自
己
負
担
の
軽
減

普
通
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
は

一
ヵ
月
五
一
、

0
0
0円
と
変
り
ま
せ

ん
が
、低
所
得
世
帯
は
三
九
、

0
0
0

円
か
ら
三

O
、
0
0
0
円
と
軽
減
さ
れ

ま
し
た
。

②
自
己
負
担
が
一
定
額
以
上
の

世
帯
合
算

同
一
世
帯
，に
つ
い
て
、
同
一
月
に

二
人
以
上
が
、
そ
れ
ぞ
れ
三

O
、
0
0

0
円
(
低
所
得
者
二

一一

0
0
0
円
)

②

病

院

・
診
療
所
ご
と
に
計
算

た
と
え
ば
、
甲
の
病
院
と
乙
の
病
院

へ
同
時
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
場

合
、
ま
た
同
じ
病
院
で
も
入
院
と
通

院
は
別
に
計
算
し
ま
す
。

③
歯
科
は
別

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
内
科
な
ど
の

科
と
歯
科
が
あ
る
場
合
は
、
内
科
な

ど
の
科
と
歯
科
は
別
の
病
気
ま
た
は

診
療
所
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

④
総
合
病
院

総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
そ
れ
ぞ
れ

別
の
病
院
ま
た
は
診
療
所
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
総
合
病
院
の
入
院
患
者

が
他
の
科
の
診
療
を
受
け
た
と
き
は
、

合
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
(
そ
の

と
き
で
も
歯
科
は
別
で
す
。)

⑤
差
額
ベ
ッ
ト
や
付
き
添
い
看
護
料

入
院
し
た
と
き
の
差
額
ベ
ッ
ト
代
や

付
き
添
い
看
護
料
な
ど
は
、
こ
こ
で

い
う
自
己
負
担
額
の
中
に
入
り
ま
せ

ん
。

州
制
歳
か
ら
の
健
康
管
理

自
分
で
で
き
る

セ
ル
フ
・
チ
ェ
ッ
ク

頭

痛

頭
痛
は
ま
ず
自
分
で
分
析
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
次
の
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
受
診
の
と
き
役
立
つ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

①
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
。

②
頭
痛
は
ど
ん
な
時
間
に
お
こ
る
か
。

一
日
の
中
の
ど
の
時
間
帯
か
、
勤
務
中

内
閣
崎
明
〉

。

。

。
。
。
。

自
律
神
経
失
調
症

心
臓
や
胃
腸
等
内
臓
の
働
き
を
調

節
し
、
血
管
や
筋
肉
の
収
縮
、
弛
緩

を
環
境
に
応
じ
て
働
か
せ
て
い
る
の

が
自
律
神
経
で
す
。
意
思
と
は
関
係

が
な
く
自
動
的
に
働
く
の
で
植
物
性

神
経
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
植
物
人
間

と
い
う
の
は
、
自
律
神
経
の
み
が
働

い
て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

自
律
神
経
に
は
交
感
神
経
と
副
交

感
神
経
の
二
種
類
が
あ
り
、
前
者
が

ア
ク
セ
ル
、
後
者
が
ブ
レ
ー
キ
に
例

え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
心
臓
で
は

交
感
神
経
が
強
く
働
く
と
ど
う
き
が

か
、
運
動
後
か
、
そ
れ
と
も
夜
か
。
季

節
や
気
候
、
気
温
、
温
度
と
の
関
係
が

な
い
か
。

③
頭
痛
の
頻
度
。

④
頭
の
ど
こ
が
痛
む
か
。

前
頭
部
ま
た
は
ひ
た
い
、
頭
頂
部
、
側

高
ま
り
、
副
交
感
神
経
が
強
く
作
用

す
る
と
こ
れ
が
静
ま
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
な
く
な
っ
た

状
態
が
自
律
神
経
失
調
症
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
(
頭
痛
、
め
ま
い
、
肩

が
こ
る
、
腰
が
痛
い
、
耳
鳴
り
が
す

る
、
便
秘
、
下
痢
、
生
理
不
順
等
)

を
同
時
に
訴
え
ま
す
。

男
性
1
に
対
し
て
、
女
性
2
の
割

合
で
女
性
に
多
く
、
特
に
、
更
年
期

が
近
づ
く
と
卵
巣
機
能
の
衰
え
に
加

え
て
子
供
の
就
職
、
結
婚
、
夫
の
定

年
な
ど
悩
み
が
重
な
る
と
自
律
神
経

の
バ
ラ
ン
ス
を
失
い
や
す
い
。
素
人

判
断
で
自
律
神
経
失
調
症
と
き
め
て

し
ま
う
の
は
禁
物
専
門
医
に
相
談

す
る
こ
と
で
す
。

頭
部
、
後
頭
部
、
う
な
じ
:
:
:

な
ど
。

⑤
ど
ん
な
痛
み
か
。

重
い
感
じ
、
圧
迫
さ
れ
る
感
じ
、

頭
の
し
ん
が
ず
き
ず
き
痛
む
、

頭
の
表
皮
が
キ
リ
キ
リ
痛
む
、

割
れ
る
よ
う
に
痛
む
::・
な
ど
。

⑥
他
の
症
状
。

頭
痛
は
吐
き
気
、
む
か
つ
き
、

幅
吐
、
固
ま
い
、
視
覚
異
常
、

け
い
れ
ん
を
伴
う
か
。

⑦
血
圧
は
ど
う
か
。

官
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
自
分
が
判
断

を
く
だ
す
の
で
は
な
く
、
正
し
い
情
報

を
医
師
に
提
供
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク

で
す
。

以
上
の
項
目
を
箇
条
書
さ
に
し
て
受

診
す
る
と
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

(7) 
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み
ん
砲
の

ま.漏

E
V

村
木
勝
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
全
国
大
会
出
場

個
人
戦
日
本
一
グ

9
月
お
日
l
M
日
に
東
京
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
第
凶
回
全
日
本
林
道
選
手

権
大
会

・
第
6
回
全
国
少
年
少
女
林
道

優
勝
大
会
に
、
県
代
表
と
し
て
魚
津
市

よ
り
お
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

少
年
の
部
に
お
い
て
村
木
林
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
大
活
躍
し
、
次
の
よ
う

な
戦
績
を
収
め
ま
し
た
。

O
小
学
生
個
人
実
戦
競
技

優
勝

A
黒
木
和
徳
(
住
吉
小
)

O
少
年
個
人
法
形
競
技

3
位
紙
谷
智
(
西
部
中
)

O
少
年
団
体
展
開
競
技

4
位
村
木
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

佐
生
明
範

・
紙
谷
智

ヘ西
部
J

中
林
寛

・
下
村
一
之
/
中
¥

山
田
学
(
上
野
方
小
)

村
田
尚
人

(
本
江
小
)

O
少
年
優
秀
選
手
賞

常
楽
和
徳
(
住
吉
小
)

そ
の
他
に
も
、
小
学
生
団
体
実
践

・

法
形
競
技
に
山
田
学

・
村
田
尚
人
が
善

戦
健
闘
の
末
ベ
ス
ト
8
に
進
出
し
ま
し

た
。
来
年
は
本
年
以
上
の
成
績
を
と
、

な
お
一
層
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

当
協
会
で
は
若
島
会
長
の
も
と
、
会

員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
、
毎
年
全

国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
村
木
林

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
山
田
会
長
を

中
心
に
父
兄
の
協
力
を
得
て
、寒
稽
古
・

パ
J
ベ
キ
ュ

l
・水
泳
大
会
等
を
行
っ
て

団
員
の
交
流
を
図
り
、
練
習
や
試
合
に

よ
り
心
身
を
鍛
え
、
自
主
性
あ
る
社
会

人
に
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。企優勝の常楽君(左)と三位入賞の紙谷君(右)

中央は指導者辻昔裕司さん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

日
本
リ
l
グ
女
子

魚
津
大
会

マ
と
き
ロ
月
日
日
制

午
前
日
時
開
始

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
総
合
体
育
館

マ
そ
の
他

・
4
チ
ー
ム
で
2
試
合

-
入
場
前
売
券
は
日
月
初
日

頃
か
ら
発
売
予
定

マ
主
催
(
財
)
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会

※
詳
細
は
市
広
報
ロ
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

A
V
H
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

25 23 18 11 と
日 日 日 日
(日) (祭) (日) (日)

き

会婦市人
ルポl韓合県J て

. . 
暗卓大会人市小学生中・

市2審査会 ル7卜喜市/'I 

rj 

ス

草要会t ス卜
事ポ

会大スケ 名、、j

大 ソ、 婦

館体蛇者之、 館総合体育 館韓合体育 館総合体育
と
、ーー， 

ろ

東
・
西
中
学
校
、
大
町
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間

開
放
の
休
止
に
つ
い
て

東

・
西
中
学
校
、
大
町
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
夜
間
開
放
を
日
月
ロ
日
開
よ

り
休
止
し
ま
す
。
な
お
、
来
年
佐
民
は
、

4
月
日
日
開
よ
り
開
放
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

H

婦
人
相
互
の
親
睦
と
融
和
を
は
か
る

と
共
に
明
る
く
豊
か
な
市
民
生
活
を
築

(8) 

く
体
力
づ
く
り
の
推
進
H

を
目
的
と
し

て
毎
年
冬
季
に
行
っ
て
い
ま
し
た
婦
人

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
、
今
年
は
秋
冷
の
も

と
次
の
要
項
に
て
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
誘
い
合
っ
て
自
由
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

マ

日

時

日
月
お
日
日

午
前
9
時
初
分
か
ら

午
後
3
時

市
総
合
体
育
館

市
連
合
婦
人
会

市
教
育
委
員
会

マ
ム
云

マ、王
マ
北
ハ

催催場

ー
ー
ロ
月
の
歩
こ
う
会
|

|

ロ
月
2
日
制
に
、
村
木
公
民
館
で
総

会
を
聞
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
9
時
ま
で
に
、
電

鉄
魚
津
駅
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

築
い
て
行
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。

マ

期

日ロ
月
1
日

ω午
後
7
時
か
ら

2
日
制
午
後
1
時
ま
で

マ
会
場
魚
津
市
松
倉
小
学
校

マ
参
加
対
象
者
魚
津
市
に
在
住
す

る
青
年

マ
参
加
人
員
約
二
五
O
名

マ
分
科
会
六
分
科
会
に
分
か
れ
て

学
習
を
す
る
。

第
却
固
魚
津
市
膏
毎
問
題
研
究
集
会

魚
津
市
連
合
青
年
団
で
は
、
こ
の

た
び
市
連
青
三
大
事
業
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
る
研
究
集
会
を
行
い
ま
す
。

こ
の
研
究
集
会
は
、
団
活
動
の
総
括

の
場
と
し
て
、
一
年
間
青
年
団
活
動

を
す
る
中
か
ら
出
た
問
題
や
成
果
な

ど
を
、
青
年
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い

に
持
ち
出
し
、
交
流
を
深
め
な
が
ら

問
題
解
決
の
糸
口
を
見
い
出
し
、
今

後
の
青
年
の
連
帯
性
と
協
調
性
を
深

め
て
自
立
あ
る
青
年

・
青
年
団
体
を
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読
書
は
新
し
い
発
見
の
旅
・
:
⑧

新
し
い
本
か
ら

書

〈
一
般

現
代
の
小
さ
な
神
々朝

日
新
聞
社
会
部
編

プ
ロ
レ
ス
面
白
ゼ
ミ
ナ
ー
ル田

鶴

浜

弘

女
房
に
読
ま
せ
た
い
本

塩

田

丸

男

わ
が
家
の
年
金
利
用
術

服

部

営

造

厄
骸
い
入
門

三

橋

健

幸
福
み
え
ま
す
か

正

司

歌

江

必
ず
も
う
か
る
小
さ
い
庖
の
っ
く
り
方

小

暮

進

姑
と
う
ま
く
付
き
合
う
法

佐
藤
悦
子

マ
ン
ガ
が
バ
イ
ブ
ル
小
野

耕

世

釣
れ
る
/

桜

田

吾

作

太
り
は
じ
め
た
ら
読
む
本

橋
詰
直
孝

マ
イ
コ
ン
が
わ
か
る
本

矢
矧
晴
一
郎

そ
ば
・
う
ど
ん
・
ラ
ー
メ
ン婦

人
生
活
社

〈
文
学
・
小
説
〉

天
女
の
末
商

鳥
井
加
南
子

ハ
ゲ
・
デ
ブ
殺
人
事
件

っ
か
こ
う
へ
い

ス
ニ
ヨ
ン
の
一
生

佐

藤

愛

子

幕
末
巨
龍
伝

津

本

陽

少
女

東
城
三
紀
彦

妖
し
の
花
乱
れ
に
ぞ

西

村

寿

行

生
き
る
学
校
対
談

円
遠
周
作
他

紀
伊
物
語

中

上

健

次

ダ
ミ
ア
ン
ズ
私
の
獲
物

華

城

文

子

春
潮
記

赤

木

駿

介

天
嘩
院
篤
姫
上
・
下

宮
尾
登
美
子

人
師
は
遭
い
難
し

森

繁

久

弥

意

地

悪

は

死

な

ず

山

本
夏
彦
他

思
い
出
し
半
笑
い

吉

田

直

哉

風

河

小

田

実

真

夜

中

の

匂

い

山

田

太

一

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週
間

ま
で
で
す
。

講
座
開
催
の
お
し
ら
せ

食
川
柳
教
室

と

き

日

月

日

日

ω

兼
題
「
道
づ
れ
」

講

師

脇

坂

正

夢

先

生

・
投
句
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ

・
電
話
で
ど
う
ぞ
。

*
古
典
に
親
し
む
会

と

き

日

月

幻

日

附

テ
l
マ
今
昔
物
語

講

師

飛

世

麗

子

先

生

い
ず
れ
も

午
後
1
時
初
分
か
ら

3
時
初
分

と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

じ
か
ん

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

日
月
の
お
し
ら
せ

民
d

ロH
臥
問

え
い
が
会

空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん

え
い
が
会

草
原
の
子
テ
ン
グ
リ

4
じ
か
ら
、
4
じ
初
ぷ
ん

ま
で
、
と
し
よ
か
ん
視
聴

覚
室
で
ひ
ら
き
ま
す
。

問
日
側

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

(
旧
水
族
館
あ
と
)

T
E
L
⑮
2
4
0
2
 

l
n月
の
行
事

|

〔ビ

l
ズ
手
芸
(
わ
同
日
付
加

ι)〕

2
日
幽

・
日
日
幽
4
時
1

ビ
ー
ズ

・
ワ
イ
ヤ
ー
持
参

〔
ぬ
り
絵
会
〕

9
日
幽

・
初
日
幽
4
時
i

ク
レ
ヨ
ン
持
参

〔
第
二
回
カ
ラ
l
ス
テ
ッ
プ
記
録
会
〕

日
日
制

2
時
1

申
し
込
み
〆
切
り
は
8
日
ま
で

〔
映
画
会
〕

四
日
制

2
時
1

「
と
ん
ち
坊
や
と
王
さ
ま
」

「
草
原
の
子
テ
ン
グ
リ
」

「
王
さ
ま
の
耳
は
ロ
バ
の
耳
」

青
少
年
が
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
自

覚
し
、
広
い
視
野
と
豊
か
な
情
操
を
培

い
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る

こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
観
点
に
た
っ
て
、
広
く
国
民
の

理
解
と
自
覚
と
参
加
を
促
し
、

青
少
年

育
成
国
民
運
動
の
一
層
の
発
展
と
そ
の

定
着
を
図
る
た
め
、
日
月
を
、

「
全
国

青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
と
し
て
、

全
国
一
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

〔
館
内
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
〕

お
日
間

2
時

i

v毎
週
の
行
事

土 木 水 火 日程

車金千斤
子、使用日口| 

卓 幼

六フノ2 Z重? 
児

行

第21言ラl 球

ク 事
マ 4 1ス 教

形図-lJ.J 子女 ・ケ フ
名3 I 

)り )男ト 室 プ

時3 以上 4 時4 
時3分10 0 

時

) 年生 間

楽
館
内
遊
び
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
紹
介

(叩
月
刊
日
現
在
)

ー
ド
リ
ブ
ル
ー

問
回
四
十
内
延
江
(
大
町
小
6
年
)

l
腹
筋
運
動
l

羽
田
畠
田

聖

樹

(本
江
小
6
年
)

み
ん
な
も
セ
ン
タ
ー
に
来
て
、
ど

し
ど
し
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
グ

V
月
間
の
重
点
活
動

・
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

・
青
少
年
の
社
会
参
加
活
動
の
促
進

・
地
域
に
お
け
る
青
少
年
育
成
活
動
の

促
進
及
び
有
害
環
境
の
除
去
等

-
健
全
な
家
庭
生
活
の
普
及
促
進

V
月
間
の
主
な
事
業

1
青
少
年
健
全
育
成
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

・
と

き

日

月
1
日
附
午
前
日
時
日

分
か
ら
日
時
日
分
頃
ま
で

・
コ
ー
ス
魚
津
市
役
所

l

国
鉄
魚

津
駅
前
|
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

・
内
容
風
船
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布

し
て
、
街
頭
宣
伝
を
行
う

2
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

富
山
県
大
会

・
と
き
日
月
お
日
附
午
後
1
時
初

分
か
ら

・
と
こ
ろ
富
山
県
民
会
館
仰
号
室

・
内
容
的
優
良
青
少
年
団
体
等
の
表

彰
及
び
「家
庭
の
日
」
に
関
す
る
図

画

・
ポ
ス
タ
ー

・
作
文
入
賞
者
の

表
彰

川
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
、

体
験
を
も
と
に
し
た
発
表
及
び
「

家
庭
の
日
」
に
関
す
る
作
文
受
賞

者
の
発
表

例
記
念
講
演
「
現
代
青
少
年
気

質

l

進
学

・
性

・
非
行
」

講
師
十
代
を
追
求
す
る
会
主
宰

矢

野

寿

男

氏

(9) 
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三
回
の
事
前
研
修
を
終
え
、
多
く
の

関
係
者
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
市
役
所
前

を
発
っ
た
の
が
9
月
幻
日
夜
叩
時
、
翌

日
夕
方
ス
コ
ー
ル
の
バ
ン
コ
ク
国
際
空

港
に
降
り
立
ち
、
研
修
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。
翌
朝
は
カ
ラ
リ
と
晴
れ
わ

た
っ
た
バ
ン
コ
ク
市
内
に
出
、
ま
ず
チ

ヤ
オ
プ
ラ
ヤ
川
支
流
の
水
上
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
周
辺
住
民
の
生
活
を
舟
か
ら
見
学

し
た
。
川
水
は
薄
茶
色
の
濁
り
を
み
せ
、

手
を
触
れ
る
の
も
た
め
ら
わ
れ
る
程
で

あ
る
が
、
こ
の
地
に
生
活
す
る
人
々
に

と
っ
て
は
こ
の
川
が
生
活
の
総
て
で
あ

る
と
知
っ
て
異
様
な
畏
怖
の
念
に
お
そ

わ
れ
た
。
洗
濯
、
水
浴
、
排
地
等
の
す

‘F

タ
イ
の
水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト

べ
て
を
こ
の
豊
か
な
水
が
流
し
て
く
れ

る
の
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
が
広
く
普
及
し
、

ビ
デ
オ
が
大
流
行
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
生
活
ぶ
り
は
や
は
り
貧

し
そ
う
で
、
時
折
見
ら
れ
る
公
営
ア
パ

ー
ト
も
い
ま
だ
し
の
感
が
強
い
。
こ
う

し
た
一
般
の
生
活
と
は
裏
腹
に
仏
教
国

タ
イ
の
寺
院
は
き
ら
び
や
か
で
け
ば
け

ば
し
い
。
日
本
人
が
宗
教
に
対
す
る
と

き
の
神
さ
び
た
壮
厳
さ
と
は
大
き
な
違

い
で
あ
る
。
南
方
の
灼
熱
の
太
陽
の
下

に
生
活
す
る
人
達
の
感
性
の
な
せ
る
わ

ざ
で
あ
ろ
う
か
。

市
内
は
初
年
前
の
日
本
か
と
目
を
疑

わ
せ
る
中
古
日
本
車
の
洪
水
で
あ
り
、

そ
の
合
間
を
く
ぐ
り
ぬ
け
な
が
ら
物

を
士
買
っ
た
り
車
の
ガ
ラ
ス
を
ふ
く
少

年
達
の
様
子
が
危
な
か
し
い
。
小
学

校
6
年
間
の
義
務
教
育
は
一
応
制
度

化
さ
れ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、

こ
う
し
て
働
く
少
年
も
多
く
、
時
々

街
を
歩
く
制
服
姿
の
小
学
生
を
見
る

に
つ
け
、
貧
富
の
差
を
ま
ざ
ま
ざ
と

感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

四
日
目
は
早
朝
に
ホ
テ
ル
を
た
っ

て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
か
う
。
タ
イ

と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
全
く
対
照
的
な

国
柄
で
あ
る
。
古
典
と
現
代
、
粗
末

な
住
居
と
高
層
ビ
ル
、
貧
と
富
、
王
制

と
社
会
主
義
な
ど
、
ま
さ
に
お
と
ぎ

4
司
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
公
園

の
国
か
ら
超
近
代
に
一
足
跳
ぴ
の
感
が

強
い
。

畳
過
ぎ
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
か
ら
ホ

テ
ル
へ
。
荷
物
を
置
い
て
三
時
半
に
早

速
文
部
省
を
訪
問
。
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

教
育
」
と
い
う
ス
ラ
イ
ド
を
見
た
後
胤

C
H
E
N
に
対
す
る
質
疑
応
答
が
あ
り
、

熱
心
な
質
問
が
相
次
い
だ
た
め
氏
の
勤

務
時
間
を
大
幅
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

国
家
統
制
の
行
き
届
い
た
エ
リ
ー
ト
育

成
教
育
制
度
に
大
き
な
興
味
と
関
心
が

寄
せ
ら
れ
た
。

翌
日
は
県
内
か
ら
の
進
出
企
業
で
あ

る
Y
K
K
と
不
二
越
を
見
学
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
西
部
ジ

ュ
ロ
ン
地
区
を
工
業
地
帯
に
指
定
し
、

企
業
を
集
中
さ
せ
て
い
る
。
両
社
と
も

日
本
か
ら
は
幹
部
数
人
を
派
遣
し
て
い

る
だ
け
で
、
現
地
労
働
者
を
雇
用
し
、

順
調
に
経
営
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
労
務
管
理
等
の
苦
労
も
多
い

ょ
う
で
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
第
三
日
目
の
最
終

日
は
、
午
前
中
に
人
民
協
会
を
訪
問

し
、
協
会
の
活
動
の
ス
ラ
イ
ド
を
見

た
あ
と
青
年
担
当
副
理
事
長
の
陳
氏

と
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
午
後
は
研

修
団
初
の
自
由
行
動
と
し
、
各
自
で

食
事
を
と
っ
た
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

し
た
り
、
そ
れ
ま
で
の
ガ
イ
ド
付
き

行
動
と
ち
が
っ
て
、
外
国
で
自
分
で

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貴
重
な

ひ
と
と
畠

一
時
で
あ
っ
た
。

夜
8
時
、
人
民
協
会
の
マ
ウ
ン
ト

バ
ツ
テ
ン
地
区
集
会
所
を
訪
れ
、
地

元
青
年
達
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
。

青
年
達
手
作
り
の
茶
菓
の
も
て
な
し
を

受
け
な
が
ら
、
片
言
の
英
語
と
身
振
り
、

手
振
り
の
情
報
交
換
風
景
は
微
笑
ま
し

い
も
の
で
、
各
種
集
会
活
動
の
実
際
を

見
学
し
、
真
の
生
活
の
一
端
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
収
穫
で

あ
っ
た
。
終
わ
り
に
皆
で
踊
っ
た
炭
抗

節
に
驚
い
た
り
、
老
人
の
爪
弾
く
同
期

の
桜
の
メ
ロ
デ
ィ
に
、
い
ま
だ
戦
争
の

名
残
り
が
跡
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
に

対
す
る
一
抹
の
競
り
を
感
じ
な
が
ら
も
、

底
抜
け
に
明
る
い
青
年
達
の
笑
顔
に
救

わ
れ
、
夜
お
そ
く
交
歓
会
場
を
後
に
し

た
。
翌
朝
、
タ
イ
で
迎
え
ら
れ
た
よ
う

な
ス
コ
ー
ル
の
中
を
空
港
に
入
い
っ
た

が
、
昨
夜
の
青
年
達
が
空
港
ロ
ビ
ー
ま

で
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
こ
と
も
団
員

を
感
激
さ
せ
た
。
こ
の
小
さ
な
心
の
繋

が
り
が
、
や
が
て
大
き
な
和
を
生
み
出

す
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
つ
つ

帰
国
の
途
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

市
民
の
た
め
の

教
養
セ
ミ
ナ
ー

(
後
期
)
各
コ

l
ス
叩
回

受
講
生
募
集

マ
A
コ
ー
ス近

代
文
学
を
読
む
会

(
講
師
八
木
光
昭
)

「
日
本
短
篇
小
説
・
明

治
大
正
篇
」
(
潮
文
庫
)

を
読
む日

月
初
日
幽
開
講

マ
B
コ
l
ス古

典
文
学
を
読
む
会

(
講
師
春
日
利
比
古
)

「
世
間
胸
算
用
」
を
影

印
本
で
読
む

日
月
初
日

ω開
講

所ホ
テ
ル
サ
ン
ル
l
ト
魚
津

田
吋

E
1

・
午
後
7
時
1
8
時
鈎
分

マ
受
講
費各

コ

1
ス
共

三、

0
0
0円
(
叩
回
分
)

受
講
希
望
者
は
、
は
が
き
に
住

所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、
コ
ー
ス

名
を
明
記
の
う
え
左
記
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

干
仰
魚
津
市
天
神
野
新
洗
足
学
園

魚
津
短
期
大
学
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

マ
場

マ
時

。。
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市
で
は
、
昭
和
田
年
虚
よ
り
実
施
し
ま
し
た
負
法
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
保
留
地
の
う
ち
次
の
土
地
を
処
分
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
希
望
者
の
申
し
込
み
を
受
付
い
た
し
ま
す
。

今
度
処
分
さ
れ
る
土
地
は
一
区
画

m

抽
せ
ん
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

川
約
お
坪
で
、
こ
の
処
分
金
は
区
域
内
申
込
書
に
よ
り
資
格
審
査
の
結
果
、

の
公
園
造
成
、
区
画
街
路
の
築
造
な
ど
抽
せ
ん
人
指
定
通
知
書
を
送
付
い
た

の
事
告
市
費
に
充
て
ら

れ

ま

す

。

し

ま
す
。

0
土
地
の
位
置
価
額
等
は
別
図
の
と

O
処
分
時
期

お

り

で

す

。

処

分

時

期

は

ロ

月

中

旬

に

予

定

し

て

O
申
し
込
み
期
間
口
月
1
日
か
ら
日
い
ま
す
が
期
日
決
定
次
第
通
知
し
ま

月

初

日

ま

で

。

す

。

O
申
し
込
み
の
で
き
る
人

O
そ
の
他

今
回
申
し
込
み
の
で
き
る
人
は
、
魚

こ
の
保
留
地
に
若
干
の
制
限
事
項
が

津
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
、
ま
た
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
あ

は
勤
務
地
が
市
内
で
あ
っ
て
い
ず
れ
ら
か
じ
め
都
市
計
画
課
へ
お
問
い
合

も
申
し
込
み
者
が
居
住
地
ま
た
は
使
せ
く
だ
さ
い
。

(
内
線
2
7
9
)

用
地
と
す
る
人
に
限
り
ま
す
。
申
込
み
用
紙
は
都
市
計
画
課
に
あ
り

O
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
印
鑑
持
参
の
う

申
し
込
み
者
が
二
人
以
上
の
場
合
は
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

処分 地位置 処分価格

処分する保留地

図置

/窓γ

位

17，520，800円
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が す届受まうの名例どる・ いわ o ，: ~しめ i){ るオ支 V 説 が者のを商まと;

(11) 
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新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

だよりω周〉

2日|百|官|官|日I~ I~ 日

医師|耳障|明暗|医i
-
診
療
日

・
診
療
時
間

.
診
療
科
目

・
所
在
地

士

口

島
台

@
o
l
o
o

-
中
央
通
り

宮

@
0
3
9
9

本

江宮

@
0
7
4
5

北

鬼

江
宮

@
2
2
3
1

新

角

川
宮

@
0
1
2
2

本

江宮

@
1
3
9
3

新

金

屋
宮

@
1
2
5
3

舟
橋
村
竹
ノ
内

宮

0
7
6
4
6@
1
3
0
1

上
市
町
法
音
寺

官

0
7
6
4
7③
1
1
8
2

上
市
町
西
中
町

宮

0
7
6
4
7②
0
1
17

立
山
町
五
百
石
上
町

宮

0
7
6
4
6③
0
1
2
8

立
山
町
前
沢

宮

0
7
6
4
6③
1
0
5
1

立
山
町
前
沢

宮

0
7
6
4
6③
0
3
0
9

立
山
町
五
百
石

官

0
7
6
4
6@
0
2
6
9

日
曜
日
・
祝
日

午
後
7
時
i
午
後
日
時

内
科
・
小
児
科
・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)

※診療時聞は、いずれも午
前9時から午後5時まで。

r .Tよa J 'L  

I '瞥 歩 d 

:由tD肋=口IJー"を;1 jJ行 速叙歩

鯛する開 対日 ~ 
20-30分 15-20分

体力づくりは

まず歩く とから

内 容 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

3か月児健診 3か月児
11月 8日附 13:00-14:00 

11月22日附 13 :00-14:00 魚津保健所

8か月児健診 8か月児 11月 2日樹 9:00-10:00 

1歳6か月児健診 58年 4月生まれの幼児 11月30日働 13: 00 -14 : 00 -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーー・ーー→
麻しん(はしか)の接
種券を発行します。

56.10.16-10.31生まれの幼児 11月 7日制 13:00-14:00 

3歳児健診 56. 11. 1-11. 15生まれの幼児 11月21日附 13:00-14:00 ._----------・・ー・ーーーーーーーーーーーー+尿の検査があります。

56.11.6-11.30生まれの幼児 抱月 5日制 13 : 00 -14 : 00 

母 親 学級 (8) 妊婦とその家族 11月16日佳i 9:30-16:00 -ー・・ーー・・・ーーーーーーーーーーー-------ーー参 母参予親約く学だ制級さは畳食をご持し、。

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 11月30日幽 9:00-12:00 ーーーーー・ーーー------------------ーー参

心の健康相談 一般 市 民 日月20日(刈 13: 30 -15 : 00 ーーーーー----------------------ーー捗 老人ボケの相談も受けます。

健 康 相 談 一般市民
11月15日附 13:00-15 :00 魚津市役所保健室 血圧測定・検尿・心電図・診察

11月13日ω 10 : 00 -15 : 30 百 楽 荘

機 背E 司" 練 脳卒中後遺症のある人
11月 1日附 10 : 00 -15 : 00 百 楽 荘 匪[Ci百σ〉畳合第寄1』3ま:o1o日- 15 :00 

〈リハビリテーション〉 11月15日同 10 : 00 -15 : 00 百 楽 荘 理 学 療 法士1の0:訓00練-はll: 30 

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館 -体操の出来る服装

健 康 体 操 一般市民
毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 相ノ木公民館 でおいでください。

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館 -日を定めて健康相

毎週月・木曜日 9:30-11:00 経団公民館 談をしています。

毎週月・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館

11月 1日附 9:00-10:00 上野方公民館

胃 がん検診 一般市民
11月 9日幽 9:00-10:00 片貝公民館 料金 40-69歳 500円
11月19日.伺γ“ 9;00-10:00 加積公民館 50-吋無料
11月20日似d 9:00-10:00 加積 公民 館 70歳以上

11月 8日附 13: 00-14: 00 上野方公民館
子宮がん検診 一 般 市 民

11月12日明) 13: 00-14: 00 加積 公民 館
料金 30-69歳 400円

11月21日制 13:00-14:00 加積 公民 館
70歳以上・・・無料

乳がん検診 一 般 市 民
11月12日開) 13:00-14:00 加積 公民 館

料金・・・・・・・・.....1，100円
11月21日制 13: 00-14: 00 加積 公民 館

。検診希望者は実施日 10日前ままで無、市・生活環境課へ申し込みください。予定数に達したら締切ります。
。 50、51歳の方は、胃がん検診l 料です。

栄養指導巡回車
11月29日附 10 : 30 -12 : 00 日カ厚生会館

一 般 市 民 11月29日嗣 13 : 30 -15 : 00 宮津公民館
キッチンカー

11月30日幽 10 : 30 -15 : 00 鉢公民館

(12) 

、:-
、ー
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内 容 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

-第 1期 =3回接種 13:30-14:00 魚 津市民会館
-体温は自宅で計っ

9月実施 日現在 、 該当 地 区 てき てく だ さい。
百日せき 2歳児で、 9月-10 村木 ・大町・ 本江・ -母子健康手帳 ・印

月に 1回- 2回接種 11月 15日附 住吉・上野方 ・上中 かんを持参くださ
ジフテリア ずみの幼児。 島 し、。

-第2期 =1回のみ
予 破 傷 風 接種 道 下 ・加積 ・経団 ・ ※接種できない禁忌

第 1期を 2回-3 11月 21日附 片貝 ・西布施 ・天神 事項

〈三種混合〉 回接種終了児て¥最 松倉 1.発熱、または心

終接種目後 1年を経 受けなかった全地
臓 、 じん臓、肝臓

過 してい る 3歳児。 11月 27日(刈 疾患などのために

防
治 療 している者。

• 3歳- 5歳児で施 13 : 30 -14 : 00 2.鶏 卵、鶏肉をた

設等へ入 っていな 第 1回接種 第 2回接種
べて発しんがでた

い幼児。 11月 6日ω 坪野 小 学 校
り、下痢をしたこ

.15歳以上、高校、 1に月0 接種ず
とのある者。

一般。
11月12日開) 西布施小学校 3.接種前 1年以内

接 第み
11月14日附 上 中島小学校 に、けいれんの症

(なお、この注射は 1 11月22日附 松倉小学校
状を起こしたこと

インフJレ
1 -4週間の間隔で 回 11月27日(刈 住吉 小 学 校

のある者。

2回接種。 4.過去において、

それぞれ該当地区の
11月 1日附 11月29日附 片員 小 学校 この予防接種によ

エンザ 小学校で受けてくだ 11月 5日開) 11月27日似d 上野方小学校 り副反応を起こし

種 きい。) 11月 9日幽 12月 5日制 本江小学校 たことのあ る者。

-接種料金 11月13日ω 12月 6日嗣 経団小学校
5. その他、接種を

• 3歳-15歳未満児
11月14日付。 12月11日(j() 村木小学校

行うことが不適当

は無料。 と認められた者は

• 15歳以上、高校、 11月15日附 12月12日制 大町小学校 接種できませんの

一般は 1回につき 11月16日幽 12月11日ωd 道下小学校 で、ご注意くださ

400円。 11月20日(刈 12月13日側 吉島小学校
し、。

健康ヲ〈りのための積潰舎
健康づくりの三大柱は、栄養 ・運動 ・休養です。

運動する人、しない人では10歳もの体力差がつくと

いわれます。

高齢化社会を生きぬくためには、

何か運動をとり入れなければ一..一。

向く運動は何でしょうか。

[>と き 11月17日仕)午後 1時- 3時30分

[>ところ 魚津市農協 4階大ホール

じ〉内 容1.体験発表

健康に感謝しよう

2.講演

「誰にでも出来る運動を」

~ 日常生活の中での運動を考える~

講師 金沢大学医療技術短期大学

教 授 橋 羽 裕 規 男

b持ってくる もの タオル1本、ズボン着用のこと o o 

b主 催 魚津市 ・魚津市健康づ くり推進協議会 1

日常生活の中に

きて、あなたに

2題

魚
津
保
健
所
創
立

制
周
年
記
念
行
事

み
な
さ
ん
の
保
健
所
も
、
今
年
で
叩
歳
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
記
念
行
事
を
次
の
と
お
り
に
行
い
ま
す
。
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

-
パ
ネ
ル
デ
ス
カ

ツ
、
ン
ョ
ン

「
と
も
に
今
目
安
基
+
き
る

そ
し
て
明
日
も
」

マ
パ
ネ
ラ
l

足
立
原

貫
(
技
術
短
大
教
授
)

吉
崎
四
郎

(
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
)

林
照
夫
(
新
川
ヴ
ィ

1
ラ
施
設
長
)
松
倉

由
記
(
主
婦
)

マ
と

ロ
月
1
日

ω

午
後
1
時
初
分
か
ら

農
協
会
館
ホ
ー
ル

き

マ
と
こ
ろ

-
パ
パ
の
育
児
教
室

沢
田
啓
司
(
小
児
科
医
)

日
月
詑
日
附

午
後
7
時
か
ら

マ
と
こ
ろ

保
健
所
講
堂

・
詳
し
い
こ
と
の
お
間
合
わ
せ
は

魚
津
保
健
所

合
@
0
3
5
9

ママ
と講

き師

(13) 

富
山
県
青
年

海
外
派
遣

報
告
展
の

開
催
に
つ
い
て

富
山
県
で
は
、
今
年
で
凶
回
目

の
青
年
を
海
外
へ
派
遣
し
、
訪
問

国
に
お
け
る
視
察
、
生
活
体
験
や

現
地
青
年
等
と
の
友
好
、
交
歓
を

通
じ
て
国
際
的
視
野
を
広
め
、
国

際
親
善
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

活
力
あ
る
郷
土
を
担
う
中
堅
青
年

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
訪
問
の
成
果
を
発
表
す
る
た
め

次
の
日
程
で
報
告
展
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

マ
開
催
期
日
及
び
場
所

-
U
月

3
日
ω
j
4
日
制

午
前
日
時
j
午
後
5
時

富
山
県
民
会
館

B
展
示
場

-
H
月

μ
日

ω1お
日
制

午
前
日
時
i
午
後
5
時

滑
川
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
-
エ
ー
ル

マ
報
告
展
内
容

O
写
真
等
の
パ
ネ
ル
展
示

O
記
録
映
画
及
び
ス
ラ
イ
ド
上

映
O
展
示
品
の
陳
列

O
団
員
の
写
真
展

O
第

1
固
か
ら
第
日
固
ま
で
の

県
青
年
海
外
派
遣
の
回
顧

マ
主

催富
山
県

・
富

山

県

青

船

会
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⑧
⑥
⑤
⑫
 

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ

時

間

午

後

2
時
か
ら

マ
場
所
魚
津
平
安
閑

マ
会
費
一
、

0
0
0円

マ
主
催
魚
津
市
身
体
障
害
者
連
合

会

申
し
込
み
等
の
詳
し
い
こ
と
は
、
市

役
所
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。宮

②

2
2
0
0
内
線

2
2
0

-H月
市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
物

遊 会ピ

審事会曲横

f接i
ア

ぎ ノ 物

会
表発 名

30AM 18 I PM 4 I PM 傑)3 と
分時9 日 時1( 日日) 時6 仕日) I ~(日) き

無来十 無業ト 来無十 場来λ十‘ 

園 劫手大谷佐
プl吉川グ

萩 主

の 4雀
Jレ 会 者

-
第

3
回

ユニ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集
い

。
ロ
月
1
日
々
に
開
催
決
定
/
・

夕
べ
の
ひ
と
と
き
を
、
身
体
障
害
者

の
方
々
と
一
緒
に
楽
し
く
踊
っ
て
み
ま

せ
ん
か
ノ

身
体
障
害
者
の
方
々
及
び
趣
旨
に
賛

同
さ
れ
る
市
民
の
み
な
さ
ま
の
多
数
の

荒
井
用
水
路
断
水
の

お
知
ら
せ

9
月
初
日
か
ら
明
年
の
3
月
刊
日

ま
で
石
垣
地
内
で
富
山
県
(
魚
津
農

地
林
務
事
務
所

宮
@
5
3
1
1
的
)

が
、
野
方
地
区
荒
井
用
水
路
改
修
工

事
を
行
う
た
め
、
こ
の
用
水
路
が
断

水
し
ま
す
。

長
期
間
の
断
水
に
な
り
ま
す
が
、

関
係
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
ひ
と
り
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
の
た
め
に

新
し
い
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
「
あ
ん
し
ん
」

が
登
場
グ

〈求人情報〉早急に人を求めています.グ

ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
緊
急
連
絡
が
で
き

る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
便
利

な
電
話
機
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
「
あ
ん
し
ん
」

の
改
良
型
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
「
あ
ん
し
ん
」
に
く
ら
べ
て

小
型
で
、
料
金
も
半
額
以
下
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

・
福
祉
用

月

額

七

五

O
円

(
旧
一

、七
O
O円
)

月
額
一
、
五
O
O円

(
旧
三
、
五
O
O円
)

-
一
般
用

-
主
な
特
長

O
大
形
の
押
し
ボ
タ
ン
式
で
す
。

o
m宛
先
ま
で
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
発
信
が

で
き
ま
す
。

o
音
量
を
日
倍
ま
で
大
き
く
で
き
ま
す
。

O
電
話
機
か
ら
離
れ
て
い
て
も
、
リ
モ

ー
ト
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
だ
け
で
、
身

〈求職情報〉

寄
り
の
方
へ
緊
急
発
信
が
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
魚
津
電
報
電
話

局
へ

宮
②

1
0
0
0

整浬
希望職種 年齢 性別 希賃望金 経験等 学歴 資 絡

番号

1 営又は事務業 22 男 13 ~ 仏壇製作4年 高卒 普 免

2 生産工 34 男 12 営業 16年 高卒 大 型 ニ 穏

3 単純労務 52 男 15 販売・配達12年 高小卒 普 免

4 大運転型手 50 男 15 運転手 3年 大ん型引一・種大・特け

5 事務員 23 女 10 教師 3 年 短大卒 買春まず荒
6 単労工 34 女 8-9 検査 19年 中卒

7 事務員 23 女 9 事務 3 年 短大卒 普図書館司書免

8 事務員 22 女 9 事務 4 年 高卒 普珠 算 3 免級

9 事務員 26 女 10 庖貝 1 年 高卒 普珠 算 3 免級

緊急に職を探しています.グ

※くわしいことは 、魚津公共職業安定所

〈宮 24-0365>へお問い合わせください。

、、‘，，
，，

aa-
------
，，s・‘‘、

番盤理号 募集職種 年齢 性別 貨 金 地区 人員
資格経験
その他

1 酒販売類買 18-40 男 16-17.25~同胃 新金屋 2 普 免

2 貨車物運転自動手 25-55 男 12 大光寺 2 普 免

3 ホテルト 20-28 男 13.5-14.5 駅前新町 1 不 問フロン

4 漁 夫 30-55 男 15-20 新角川 2 不 問

5 製缶工 20-50 男 11.23-15 本江 3 普浴 接免

6 繊維加工 18-40 女 8-8.5 港町 5 不 問

7 組技術立貝 17-35 女 10.093-15.937 吉島 3 不普免あれば問良

8 タイピスト 20-40 女 9.65-10 本町 1 以タイプ1年上

9 販売・事務 18-28 女 8.5-10 相ノ木 1 珠程算 3 度級

10 事フロン務ト 20-30 女 10.5-12.5 駅前新町 1 英高会卒話以少上々

11 一般事務 35-45 女 7.5-10.0 北鬼江 1 君主高卒

。
小
さ
い
魚
は
も
う
一
度

海
に
も
ど
そ
う
。

県

・
市
や
漁
協
で
は
、
海
の
魚
資

源
を
増
す
た
め
に
、
毎
年
、
ク
ル
マ

エ
ビ
、
マ
ダ
イ
や
ヒ
ラ
メ
等
の
稚
魚

を
放
流
し
て
い
ま
す
。

放
流
後
、
マ
ダ
イ
や
ヒ
ラ
メ
の
稚

魚
は
人
工
的
に
飾
わ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
警
戒
心
も
弱
く
、
磯
や

船
で
直
ぐ
釣
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

放
流
稚
魚
は
多
く
の
人
々
の
手
に

よ
っ
て
、
苦
労
の
す
え
育
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。
小
さ
い
う
ち
に
釣
ら
れ

た
の
で
は
、
資
源
増
加
の
た
め
に
放
流

し
た
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
丈

「
小
さ
い
魚
は
も
う
一
度
海
に
も
ど

し
て
、
大
き
く
な
っ
て
か
ら
獲
る
U

心
の
余
裕
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

無
料
住
宅
相
談
室

富
山
県
建
築
士
事
務
所
協
会
で

は
、
日
月
よ
り
新
築
、
増
改
築
等
、

住
宅
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
に
応

ず
る
た
め
、
次
の
と
お
り
相
談
室
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

マ

と

き

毎

月

第

3
土
曜
日

午
後
1
時
1
5
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館

マ
主
催
制
山
富
山
県
建
築
士
事
務

所
協
会

マ
協
催
富
山
県
土
木
事
務
所
建

築
課

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。



昭和59年11月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

-
ご
存
知
で
す
か

農
家
の
み
な
さ
ん
グ

農
用
地
利
用
増
進
事
業
は
、
安
心
し

て
農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る
制
度
で

す
。
日
年
度
最
後
の
農
用
地
利
用
増
進

事
業
実
碑
計
画
の
受
け
付
け
中
で
す
。

(
日
月
初
日
ま
で
)
現
在
、
農
地
流
動

化
促
進
の
強
化
月
間
と
し
て
、
農
業
委

員
(
農
地
流
動
化
推
進
員
)
が
農
家
を

個
別
訪
問
し
て
掘
り
起
こ
し
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

集
落
ぐ
る
み
で
農
用
地
の
有
効
利
用

を
進
め
る
た
め
に
、
農
地
の
貸
し
借
り

な
ど
土
地
利
用
に
関
す
る
こ
と
は
、
農

業
委
員
(
農
地
流
動
化
推
進
員
)
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
間
合
わ
せ
、
相
談
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局

宮
②

2
2
0
0

内
線
2
8
3

あみめはぎ

魚;孝命@白然魚族紹介側

マ マ
街

E H 『 頭献

所前午前1時0附7日 協』 血

カ t:

午後 だ
さ

時 L、
/ 

一一一一一一一一一ーー

カワハギの子供と間違えられそうだガ、体長5
mほどにしかならない小型の種類で、本州中部ガ

‘ら九州にかけての内湾の藻場にすむ。体長は黄土

色ないし灰緑色で網目状の斑紋ガあり、小さな口

で簡をつつくように食べる。魚津では防波堤{寸近

でのんびり涼いでいるのを見かけるガ、だも網で

追いかけると意外とすばやい。夏にスガモなどの

海草に卵を産みつける。

-
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

〈
市
政
情
報
電
話
v

の
利
用
を

ヘ催
し
物
の
お
問
い
合
わ
せ
は
J

f

g
@
3
6
0
0番
へ

」

市
で
は
、
日
年
6
月
か
ら
市
主
催
の

行
事

・
会
合
な
ど
の
開
催
日
時
、
場
所

を
受
信
専
用
電
話
に
て
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
。

検
診

・
会
合

・
講
座

・
催
し
物
な
ど

の
確
認
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
ご
意
見
、
ご
希
望
は
市
民
相
談
室

へ
(
内
線

2
3
8
)

-
L
Pガ
ス
の
点
検
〈
日
月
〉

実
施
地
区
:
:
:
魚
津
地
区
(
新
角
川
ニ

丁
目
・
本
町
一
丁
目
・
火
の
宮
・
中

央
通
り
二
丁
目
)

県
L
P
G協
会
魚
津
支
部
保
安
セ
ン

魚津善意銀行へのご寄付
〈敬称、略〉

魚津商工会議所青年部会

創立10周年

記念式典・記念講演
確かな目確かな行動

若い力を次なる時代へ

テーマ

タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

宮

@
5
3
4
0

「

L
P
ガ
ス
の
炎
」
:・
・・・空
気
が
適
節

に
供
給
さ
れ
て
い
る
と
、
青
い
炎
で
燃

20，000円

50，000円

30，000円

30，000円

20，000円

8，000円

50，000円

100，000円

30，000円

3，000円

50，000円

宮田博勝上村木一丁目

河口タミ子出

吉川 勇本町一丁目

三吉助秋 金 浦 町

友田道 治新角川二丁目

魚津鋲金塗装整備工場

魚津清掃公 社 社 長 広 瀬敏雄

出i畢亀雄上村木

盛本元吉村木町

黒崎ちょ新金屋一丁目

木内-清光仏回

ユニー附北陸地区本部

、一円玉で愛の手を、、運動推進本部 8，960円

池上 要 新 金 屋 一 丁目 50，000円

前田浅次本江 30，000円

石坂栄 作住吉 20，000円

有 沢 史本江 2，654円

※受付けの順番で掲載していますが、紙面の
都合で一部次の号以降になります。 11月13日(刈

魚津平安閑

・式典午後4時30分- 5時30分

・講演午後 5時50分-7時20分

講演は一般開放で入場無料です。

国旗掲揚塔建柱

松下電子工業株式会社

常任監査役佐伯康志先生

(元・松下電器産業株式会社専務取締役)

『松下電器の過去のあゆみと将来の方向』

魚津商工会議所 ・魚津市

日

場

程

題

援

記念事業

講師

演

後

期

会

日え
ま
す
が
、
空
気
不
足
の
時
は
、
黄
赤

色
の
炎
で
燃
え
、
杢
完
全
燃
焼
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
逆
に
空
気
過
多
の
場
合

は
炎
は
短
く
、
ゴ
!
と
音
を
た
て
炎
が

消
え
漏
え
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

空
気
調
節
の
ツ
マ
ミ
の
操
作
、
バ
ー

ナ
ー
の
掃
除
を
試
み
て
、

L
P
ガ
ス
は

青
い
炎
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

¥ 

。 0 マ ヲ・，.'

五 五 3藷魚津市主基金主2上

、一

十万円 万円

」ザ 寄付あり

池上池上 新童 海内北雪 ぎが
い と

よ 京 七 と まう
| ー し し

要勇 一 子 九 て た
氏氏二氏
一一一一一一一一一一一一一一」。。
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第7回老人芸能大会は、 10月5日市民会館大ホ

ールで聞かれ、民謡や踊り、演歌、詩吟、社交ダン

スなど、日ごろの練習の成果が披露されました。

能大
ー争争・

コ玄老人

古鹿熊獅子舞で歓迎

中国遼寧省人民代表大会代表団一行10名が、 10月7日

魚津水族館を訪問、清河市長ほか市民多数が歓迎、正面

広場で古鹿熊獅子舞が披露きれました。

エ
ア
・
ド

i
ム
設
置

で
初
泳
、
ぎ

9
月
幻
日
、
経
団
小
学
校
で
プ
ー
ル

に
特
殊
ビ
ニ
ー
ル
製
の
エ
ア

・
ド
ー
ム

が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
を
-
記
念
し
て

6
年

生
が
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大島部屋市民との交流会
10月14日魚津神社土俵場で、合宿中の

大相撲・大島部屋力士と市民との交流会

が聞かれました。

綱
引
き
大
会

第
2
回
市
民
綱
引
大
会
は
、
日
月
刊

日
総
合
体
育
館
に
、

μ
チ
ー
ム
間
人
が

参
加
、
熱
戦
の
結
果
、
ラ
イ
ト
級
、
ラ

イ
ト
ミ
ド
ル
級
は
加
積
チ
ー
ム
、
ミ
ド

ル
級
は
片
岡
只
チ

l
ム
、
女
子
は
、
上
中

島
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

。。

紅
葉
が
終
わ
り
、
木
の
葉

が
散
り
始
め
る
と
、
そ
ろ
そ

ろ
動
物
た
ち
の
冬
眠
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
冬
を
寝
て
過
ご
す

動
物
と
い
え
ば
カ
エ
ル
、
リ

ス
、
ク
マ
な
ど
い
ろ
い
ろ
い

ま
す
。

人
間
は
冬
眠
し
ま
せ
ん
が
『
冬
ご
も

り
』
と
い
う
言
葉
が
俳
句
の
季
語
に
あ

り
ま
す
。
窓
に
目
張
り
を
し
、
家
の
周

白
-
ろ
り

り
を
雪
囲
い
で
覆
い
、
家
族
が
囲
炉
裏

端
に
集
っ
て
雪
深
い
冬
を
過
ご
す
|
|

雪
国
な
ら
で
は
の
冬
の
生
活
風
景
で
す

が
、
最
近
は
家
の
構
造
も
変
わ
り
、
暖

房
も
よ
く
効
く
よ
う
に
な
り
、
冬
ご
も

り
と
い
う
感
じ
は
な
く
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
冬
と
い
う
言
葉
は
、

雪
国
な
ら
ず
と
も
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
が
し
ま
す
。

日
月
初
日
か
ら
ロ
月
2
日
は
『
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
』
で
す
。
冬
眠
を

し
な
い
人
間
が
冬
を
過
ご
す
と
き
、
ど

う
し
て
も
火
が
恋
し
く
な
り
ま
す
。
冬

を
暖
か
く
過
ご
す
た
め
に
、
身
も
心
も

引
き
締
め
て
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

編 集 予

印制/魚津印刷株式会社

E置置
人 (前月対比)

24，045 (:i: 0) 

26，061 (+ 8 ) 

50，106 (+ 8) 

13，401戸

200.75km' 

7.9km 

編集/企画広報室

(9月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


